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一 

 



 

同
駅
を
利
用
す
る
乗
降
客
の
増
加
に
伴
い
、
何
ら
か
の
駅
舎
の
改
良
が
必
要
と
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
前
記

両
者
の
間
で
、
橋
上
駅
案
、
地
下
道
拡
幅
案
、
北
側
改
札
口
設
置
案
等
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
成
案

を
み
て
い
な
い
。 

現
在
、
同
駅
の
乗
降
客
は
一
日
当
た
り
約
一
万
九
千
人
で
あ
り
、
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
の
南
側
改
札
口
に
の
み
連

絡
す
る
地
下
通
路
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
お
い
て
狭
あ
い
を
極
め
て
お
り
、
昭
和
六
十
年
の
一
日
当
た
り
の
乗
降
客

数
が
三
万
三
千
人
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
駅
の
改
良
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

国
鉄
関
西
本
線
志
紀
駅
の
改
良
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
、
八
尾
市
か
ら
国
鉄
天
王
寺
鉄
道
管
理
局

に
対
し
て
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 
そ
こ
で
、
同
駅
の
改
良
に
関
し
て
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

国
鉄
関
西
本
線
志
紀
駅
改
良
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
一 
同
駅
の
改
良
を
迅
速
か
つ
経
済
的
か
つ
合
理
的
に
進
め
る
に
は
、
八
尾
市
が
要
望
す
る
よ
う
に
、
現
駅
舎
を

地
下
道
方
式
に
し
て
南
北
か
ら
の
利
用
に
供
す
る
方
式
を
採
り
、
そ
の
た
め
に
、
地
下
道
の
拡
幅
延
長
及
び
地

下
道
中
央
口
に
お
け
る
券
売
機
並
び
に
改
札
口
の
設
置
等
を
行
う
こ
と
が
妥
当
な
方
式
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
方
式
に
よ
る
整
備
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

右
の
方
式
を
採
用
す
る
場
合
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
将
来
と
も
乗
降
客
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
国
鉄
側
と
し
て
も
、
当
然
改
良
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
全
額
市
負
担
と
す
る
の
で
な
く
、

八
尾
市
が
要
望
し
て
い
る
よ
う
に
国
鉄
側
も
経
費
の
二
分
の
一
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
あ
る 

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
取
扱
い
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

同
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
拡
張
及
び
延
長
（
ホ
ー
ム
屋
根
の
延
長
も
含
む
。
）
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
考
え
方
及
び
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


